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［成果情報名］新病害キウイフルーツすす斑病の病原菌

［要約］近年県内のキウイフルーツの葉裏に発生する黒色のすす状斑と果実に発生する陥
没症状の原因は による新病害（キウイフルーツすす斑Pseudocercospora actinidiae Deighton
病（英名： ）である。sooty spot
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［背景・ねらい］
近年、県内のキウイフルーツにおいて葉裏に黒色のすす状斑が発生している。葉にすす

状斑が見られるほ場では陥没症状を呈した果実が発生し、問題となっている。キウイフル

ーツにおけるこれらの症状についての既報はないので、原因を解明する。

［成果の内容・特徴］
１．病斑から分離される菌は、分生子（図１）や分生胞子柄の特徴から糸状菌の一種であ

る と同定された（表１、一部データ略 。Pseudocercospora actinidiae Deighton ）

２．分離菌株を用いて培地上で形成させた分生子を展葉中の葉や幼果に接種すると、病徴

が再現され、この病徴から同様の菌が分離された（データ略 。）

３．以上のことから、本症状を によるキウイフルーツPseudocercospora actinidiae Deighton
すす斑病（英名： ）と仮称する。sootyspot

． （ ）４ 罹病したキウイフルーツは葉裏に黒色の菌叢が盛り上がった様なすす状の病斑 図２

と果実の陥没症状の病斑を生じる（図３ 。果実の病斑の中央には，しばしば黒色の菌）

叢が見られ，内部の組織は淡褐色から黒色に変色し，空隙が生じる（図３ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．新病害として果樹病害虫・雑草防除の手引き平成 年度版に掲載した。20
２．本病は日当たりや風通しの悪いほ場で発生が多く，主に遅伸びしている新梢の葉に発

生する。

３．本病はヘイワード、レインボーレッド、雄樹のトムリで発生を確認している。特に，

レインボーレッドでの発生が多い。

４．果実の病徴はカメムシの吸汁痕と酷似しているので、混同しないよう注意が必要であ

る。果実の病徴が見られる場合は葉にも病徴が見られることや、果実の陥没の中央にす

す状の菌叢が発生することでカメムシの吸汁痕と区別できる。



［具体的データ］

図１ 分生子

10µm注）バーは

図２ 葉裏の病徴

図３ 果実の病徴（左：収穫果、右：切断面）

表１ 分離菌株と の比較Pseudocercosporaactinidiae Deighton
形状 色 大きさ 隔壁数

41-78 6-8分離菌株 円筒状～倒棍棒状 淡オリーブ褐色 ×

4.3-5.8 µm
36-90 3-9Pseudocercospora 円筒状～倒棍棒状 淡色～オリーブ色 ×

Deighton 5-7 µmactinidiae
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